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講習会の開催等による放射性物質安全輸送の指導等（昭和５３年開始、継続） 
 
１．目的 
 本講習会は、放射性物質の輸送業務に従事するものを対象とし、放射性物質の輸送規則及び安全輸送に必要な知識を講習することにより、放
射性物質の輸送の安全性の向上を図ることを目的として開催している。 
 本講習会は、昭和５３年から開催しており、毎年４００名程度の受講生を集めている。 
 
２．平成１４年度要求概要 
 平成１４年度も全国３ヶ所において講習を行うこととしている。 
 
３．概算要求額（前年度予算額）         １，８３５千円（１，８３５千円） 
 
 （内訳）        諸謝金     ４４３千円（４４３千円） 
            職員旅費    １７９千円（１７９千円） 
             委員等旅費   ３８３千円（３８３千円） 
           庁費      ８２９千円（８２９千円） 
 



 



 

 

 
  



核燃料運搬船の衝突安全対策 
 

１．目的 
 核燃料運搬船の特別要件において、耐衝突構造の要件を定めているが、当該要件は１９５０年代に定められた原子力船の安全基準をベースと
しており、当時衝突を想定していた船舶は、現在の代表的な船舶に比べ非常に小型となっており、要件を見直す必要性が生じている。また、衝
突時に想定される破壊進展について有限要素法を利用した詳細なシミュレーション計算の開発が進んでおり、より精度の高い安全評価が可能に
なっていることから、現状に即した対衝突構造の要件を策定することを目的とする。 
 
２．平成１４年度要求概要 
 大型タンカーを想定した衝突時の詳細シミュレーションの実施及び合理的な簡易解析計算法を策定するための必要な経費 
 
３．概算要求額（前年度予算額）  １，８２３千円（ １，８２３千円） 
 
 （内訳）  諸謝金           ６４千円（    ６４千円）  

庁費         １，７５９千円（ １，７５９千円） 
 
  



使用済燃料の中間貯蔵兼輸送容器の運送安全対策 
 
１．目的 
 今後、使用済燃料を再処理するまでの間、原子力発電所外において使用済燃料を輸送容器に収納したままの状態で貯蔵を行い、当該容器のま
ま輸送する計画があることから、使用済燃料を長期にわたり収納した状態で容器の健全性が確保できるかを技術的に調査するとともに、使用済
燃料を収納した当該容器を海上輸送する場合の安全性確認のための審査指針を策定することを目的とする。 
 
２．平成１４年度要求概要 
 長期間貯蔵後の輸送容器の健全性に関する技術的検証を行うための経費 
 
３．概算要求額（前年度予算額）  １，９４８千円（ １，９４８千円） 
 
 （内訳）  諸謝金          １０１千円（   １０１千円）  

職員旅費          ９７千円（    ９７千円）  
庁費         １，７５０千円（ １，７５０千円） 

 
  



放射性物質輸送容器の回収（サルベージ）手法指針の策定 
 
１．目的 
 放射性物質運搬船が衝突、座礁等により、船倉に放射性輸送物が積載されたまま運搬船が海没した場合を想定したサルベージ手法の指針が現
在存在しないことから、実際に用いられている運搬船の船倉に放射性物質を積載したまま海没した場合であっても、迅速なサルベージを実施す
ることができるよう、具体的な手法を示した指針を作成することを目的とする。 
 
２．平成１４年度要求概要 
 我が国のサルベージ船の能力、技術水準等を調査するための必要な経費 
 
３．概算要求額（前年度予算額）  １，９６９千円（ １，９６９千円） 
 
 （内訳） 諸謝金          １０１千円（   １０１千円）  

職員旅費         １８７千円（   １８７千円）   
庁費         １，６８１千円（ １，６８１千円） 

 
  



核物質防護対策 
 

１．目的 
 輸送中の核物質をテロリズムから防護することは、原子力の平和利用のため、最も重要な課題の一つである。核防護に係る規制を円滑及び効
率的に運用することを目的とする。 
 
２．平成１４年度要求概要 
 輸送関係事業者への核物質防護講習会を開催するための必要な経費 
 
３．概算要求額（前年度予算額）  １３９千円（   １３９千円） 
 
 （内訳）  職員旅費       １３９千円（   １３９千円） 
 
  



海上輸送に係る原子力災害対策 
 

１．目的 
 （株）ＪＣＯの臨界事故を契機として原子力災害対策特別措置法が制定され、核燃料物質の海上輸送についても同法の対象となっている。核
燃料物質の海上輸送時における原子力災害の発生防止及び災害が発生した場合の迅速な対応を行うための体制を整備することを目的としている。 
 
２．平成１４年度要求概要 
 事故評価システムの構築及び防災資機材の整備するための必要な経費 
 
３．概算要求額（前年度予算額） ５６，８０１千円（５６，７２１千円） 
 
 （内訳）      職員旅費     ９７７千円（   ９７７千円）  

庁費    ５５，８２４千円（５５，７４４千円） 
 
  



放射性物質の運送安全対策 
 

１．目的 
 核燃料物質等放射性物質の海上運送については、危険物船舶運送及び貯蔵規則によって規制しており、輸送容器製作時の審査並びに収納時及
び積付時の検査等の業務を行うことにより放射性物質の運送の安全を確保することを目的とする。 
 
２．平成１４年度要求概要 
 前年度までと同様に放射性物質の運送の安全を確保するための検査に必要な旅費、安全審査機関である技術顧問会開催のために必要な経費 
 
３．概算要求額（前年度予算額）   ６，３３２千円（ ６，３３２千円） 
 （内訳）  諸謝金            １３６千円（   １３６千円）  

職員旅費        １，６７５千円（ １，６７５千円）  
船舶検査旅費      ２，５７２千円（ ２，５７２千円）   
外国旅費        １，６３０千円（ １，６３０千円）   
庁費            ３１９千円（   ３１９千円） 

 
  



ＭＯＸ燃料の運送安全対策 
 

１．目的 
 プルサーマル計画に基づきウラン・プルトニウム混合酸化物燃料（ＭＯＸ燃料）の欧州から我が国への運送が平成１１年度から本格化された。
輸送容器製作時の審査並びに輸送物の安全確認等の業務を行うことによりＭＯＸ燃料の運送の安全を確保することを目的とする。 
 
２．平成１４年度要求概要 
 ＭＯＸ燃料の運送の安全を確保するための検査に必要な外国旅費、安全審査機関である技術顧問会開催のために必要な経費 
 
３．概算要求額（前年度予算額） １３，６６７千円（ ７，３４９千円） 
 
 （内訳）  諸謝金           １２９千円（   １２９千円）  

外国旅費      １３，５３８千円（ ７，２２０千円） 
 
  



新燃料運送の安全対策 
 

１．目的 
 米国から原子力発電所の専用港にウラン新燃料を直接搬入する方式による大量運送が予定されている。輸送容器の設計等の審査、輸送物の安
全確認等の業務を行うことにより、ウラン新燃料の運送の安全を確保することを目的とする。 
 
２．平成１４年度要求概要 
 ウラン新燃料用キャスクの設計審査、容器製作時審査等を行うために必要な経費 
 
３．概算要求額（前年度予算額）  ３，５３１千円（ ３，５３１千円） 
 （内訳）  諸謝金           １０１千円（   １０１千円）   

外国旅費       １，６７１千円（ １，６７１千円）   
庁費         １，７５９千円（ １，７５９千円） 

 



 
 



船舶技術開発（継続） 
 

１．目的 
 原子力船「むつ」の解体部材・使用済燃料の放射線漏洩防止の管理方法について調査し、その管理方法の最適化を図るとともに、放射性廃棄 
物管理に関わる関係職員の研修を実施することにより、正しい知識の習得と業務上のヒューマンエラーの防止を図る。 
 
２．平成１４年度要求概要 
①原子力船解体部材等管理方法の調査研究 
②放射性廃棄物管理に関わる関係職員のための原子力教育訓練の強化 
③日本原子力研究所の監督 
 
３．概算要求額      ５，３７７千円（３，５７８千円） 
   （内訳）                     合  計     
○諸  謝  金                     ９２千円       

(1) 原子力船解体部材等管理方法の調査研究謝金      ９２       
○職 員 旅 費                    ６０９      

(1) 原子力船解体部材等状況調査旅費          ４６３      
(2) 日本原子力研究所指導監督等旅費          １４６     

○研 修 旅 費                  ２，１２８      
(1) 原研原子炉研究所               １，５４６      
(2) 放射性医学研究所                 ５８２     

○委員等旅費                      １７６      
(1) 原子力船解体部材等管理方法の調査旅費       １７６     

○庁     費                  ２，３７２      
(1) 原子力船解体部材等管理方法の調査事務費    ２，３７２     

○合     計                  ５，３７７ 
 



 
 

 



放射性物質運搬安全対策、放射線障害防止法の施行（継続） 
 

１．目的 
 放射性同位元素等及び核燃料物質等の車両による事業所外運搬については、その安全確保を図るため、「放射性同位元素等による放射線障害
の防止に関する法律」及び「核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律」の規定に基づき、輸送上の安全確保に係る技術基準が定
められている。 
 国土交通省においては、国際原子力機関（ＩＡＥＡ）が定める国際基準に準拠し、輸送物の車両への積載方法及び運搬方法について基準を定
め、一定要件を超える輸送物の場合には、基準の適合性について確認を行い、輸送の安全を確保している。 
 
２．平成１４年度要求概要 
 平成１４年度は、前年度に引き続き、放射性同位元素等及び核燃料物質等の車両による事業外運搬に係る輸送の安全確保を行う。 
 
３．概算要求額（前年度予算額）     ２，９５５ 千円    （３，０８２ 千円） 
      （内訳）             
  （１）放射性物質運搬安全対策      ７４９ 千円    （  ７４９ 千円） 
     （核燃料物質等の運搬安全確認） 
    ①放射性物質運搬安全対策調査費     ０ 千円    （    ０ 千円） 
    ②放射性物質運搬安全対策旅費    ６６９ 千円    （  ６６９ 千円） 
    ③放射性物質運搬安全対策事務費    ８０ 千円    （   ８０ 千円） 
  （２）放射線障害防止法の施行    ２，２０６ 千円    （２，３３３ 千円） 
     （放射性物質等の運搬安全確認） 
    ①安全輸送検討会費         ３２３ 千円    （  ３２３ 千円） 
    ②運搬安全確認審査旅費       ４７２ 千円    （  ４６４ 千円） 
    ③運搬事業者立入検査旅費      ５６１ 千円    （  ５５３ 千円） 
    ④放射線障害防止業務研修旅費     ８３ 千円    （  １６５ 千円） 
    ⑤放射線障害防止法施行事務費    ７６７ 千円    （  ８２８ 千円） 
 



 
 



核燃料等放射性物質の輸送安全対策に必要な経費 
 
１．目的 
 航空機による放射性物質等の輸送については、その安全性を確保するため、航空法第８６条及び同法第１９４条により規制されているところ
であるが、本件は、放射性物質等の航空輸送の安全性に関する調査を行うことにより、放射性物質の安全輸送体制を確立するために必要な経費
である。 
 
２．平成１４年度要求概要 
 航空輸送用の容器基準の変更などを含むＩＡＥＡ放射性物質安全輸送規則の改訂が平成１５年に予定されており、その国内規則への採り入れ
にあたっては、具体的な基準の検討を行う必要があり、本調査により、改訂される輸送容器の要件、試験・評価基準等を十分に調査・検討し、
国際輸送に対応した安全基準の確立を図る。 
 
３．概算要求額（前年度予算額）   ４，２４７千円（  ４，２４７千円）          
 
      （内訳）            合計        平成１３年度予算額 
       
        （１）調査費     ３，７７４            ３，７７４     
        （２）審査旅費      １０３              １０３     
        （３）技術顧問会議    ３７０              ３７０ 
 


